
Q5K-YSK-109-K01 Q5K-109-K01-M00

構 成 部 品

No. 品 名 部 品 番 号 数 量 備 考
1
1
2
2
4
2
2
2
4
2

アッパークランプL
アッパークランプR
ロワークランプ
ブリッジ
スペーサー
スペーサー
ヘキサゴンボルト
ヘキサゴンボルト
ソケットボルト
フランジナット

φ24 × φ10.3 × t8.0 mm

M10 × 65mm
M10 × 55mm
M8 × 25mm
M10（2面幅15mm）

　部品番号欄が空欄のものは、補修部品の設定はありません。

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

はじめに

お買い上げ誠にありがとうございます。
本書には商品の正しい取付方法と注意事項について説明してあります。商品を正しくお使いいただくために、ご使用前に必ず本書
をよくお読みいただき、ご不明な点は販売店にお問い合わせください。
本製品は、オートバイに関する整備上の一般的な知識および技能を有する方（販売店、整備業者）が取り付けることを前提として
おります。それ以外の方が取り付けを行うと知識不足、技能不足のため、トラブル、機械破損などの原因となることがありますの
で、販売店に取り付けを依頼してください。本書は、車両の取扱説明書および本品の取り付けに際して取り外した部品と一緒に保
管してください。車両を譲られるときは、この説明書もお渡しください。

本製品の商品説明および取扱上の注意点を、お客様に充分ご説明いただくようお願い申し上げます。
本書および本品の取り付けに際して取り外した部品は、必ずお客様にお渡しください。

本書では正しい取り付け、取り扱いに関する事項を下記のシンボルマークで表示しています。

ヤマハサービスマニュアルを参照してください。

取扱いを誤った場合、死亡または重傷及び傷害に至る可能性が想定される場合を示してあります。警  告

工数：0.3h 

ハンドルクランプ
取付・取扱説明書

適応機種
MT-10/SP

－1－



スタンダード車のアッパークランプ、ロア―クランプを取り外します。ハンドルバーは前方にずらしておきます。
ブリッジ④、スペーサー⑤・⑥をはさみ、ロワークランプ③を車両にヘキサゴンボルト⑦（または⑧）とフランジナ
ット⑩で仮止めします。スペーサー⑤の数を変えることで高さを±8mm調整できます。また、ロワークランプ③の位
置を変えることで、前後位置を5段階調整できます。

1.
2.

取 付 方 法

－2－

❶ ❺❷ ❹❸

※イラストは車両左側ですが、
　右側も同様に取り付けます。

15ポジションの調整が可能

⑥

④

③

⑦または⑧
※スペーサー⑤を 2枚または 1枚はさむ場合は⑦（首下 65mm）を、
　使用しない場合は⑧（首下 55mm）を使います。

⑤ ※お好みの高さになるよう
　 　数を調整してください。

⑩
※キットのナットは 2面幅 15mmです。
　（スタンダードは 14mm）

車両前方

車両前方

※お好みの位置になるよう
　目盛りを合わせてください。
※向きに注意。
　刻印や凹凸がある面が
　外側になります。

1目盛り：3.65mm

ハンドルクラウン

8mm スタンダードと同じ高さ
（スペーサー⑤1枚）

－8mm（スペーサー⑤なし）

前後位置
スタンダード比（mm）

❶
12.3

❷
8.65

❸
5.0

❹
1.35

❺
－2.3

+8mm（スペーサー⑤2枚）
8mm



ハンドルバーをロワークランプ③の上に置き、ポンチ位置を合わせて、アッパークランプL①・R②とソケットボルト
⑨で固定します。ソケットボルト⑨の締め付け順は下図を参考にしてください。

3.

取 扱 上 の ご 注 意

ハンドルを左右いっぱいまで切り、スロットル・ブレーキ・クラッチ各ケーブル・ホース・配線等が引っ張られてい
ないか、ハンドル動作に支障がないか確認します。
フランジナット⑩を締め付けます。

4.

5.

－3－

ハンドルバーの高さや前後位置を変更すると運転感覚が変わります。充分に慣れるまでは慎重に運転をしてください。
警  告

乗車前に各部に緩み、ガタがないことを確認してください。
ハンドルクランプの清掃は、中性洗剤を使用し、柔らかい布かスポンジで水洗いします。洗車後は、柔らかい布などで
水分をよくふき取ってください。

●

●

❶

❷

❸

❹

※向きに注意。

ポンチマーク
※ロワークランプ③の端に合わせる。

右側は前が密着、
左側は後ろが密着する。

締め付け順

アッパークランプL①・R②とロワークランプ③のすき間 ＜後方から見た図＞

20Nm(2.0kgf・m)

40Nm(4.0kgf・m)

⑨

①

①・②

③

※向きに注意。② 車両前方車両前方

左側 右側

ハンドルバー


